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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年3月21日～平成23年9月20日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年 3月期第2四半期 8,786 14.6 381 ― 346 ― 324 ―
23年3月期第2四半期 7,667 △12.5 △374 ― △407 ― △372 ―

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

24年 3月期第2四半期 22.40 ― 
23年 3月期第2四半期 △25.69 ― 

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

24年 3月期第2四半期 21,481 6,816 31.7 470.02
23年 3月期 20,710 6,527 31.5 450.11

(参考)自己資本 24年3月期第2四半期        6,816百万円 23年３月期        6,527百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

23年 3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年 3月期 ― 0.00  

24年 3月期(予想)  ― 5.00 5.00

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：有 

 
３．平成24年3月期の連結業績予想（平成23年3月21日～平成24年3月20日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 19,000 13.4 650 ― 550 ― 500 ― 34.48

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：有 

 

 



４．その他  （詳細は、【添付資料】P.3「２.その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規 ―社 (社名 ) 、除外 ―社 (社名 )

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年３月期２Ｑ 15,595,050株 23年３月期 15,595,050株

② 期末自己株式数 24年３月期２Ｑ 1,093,042株 23年３月期 1,093,042株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年３月期２Ｑ 14,502,008株 23年３月期２Ｑ 14,502,154株

 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点にお

いて、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 
 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一

定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、【添付資料】P.3「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ

さい。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により経済活動の停滞を余儀なくされた

ものの、サプライチェーンの復旧や復興需要の高まりにより、景気持ち直しの動きも見受けられるようになりまし

た。しかしながら、原子力災害の長期化による影響、さらに歴史的な円高水準や欧米景気の減速など懸念材料も多

く、依然として先行き不透明な状況で推移しております。 

当社グループ関連業界におきましては、東日本大震災に伴う需要減少や設備投資抑制が懸念されておりました

が、一部では徐々に回復の兆しが見られるようになってまいりました。もっとも、設備投資の回復状況には業種や

規模によってばらつきがあり、また、厳しい雇用情勢や所得環境の低迷などを背景に消費マインドの回復にはまだ

時間を要すると思われ、経営環境はなお予断を許さない状況が続いております。 

こうした状況のもと、当社グループにおきましては、多様化する顧客ニーズと環境問題に配慮した高付加価値商

品の研究開発に注力するとともに、各事業部門における採算管理の徹底および経営全般にわたる合理化、効率化施

策を継続して推進し、業績の向上に努めてまいりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、87億８千６百万円（前年同期比14.6％増）、営業利益は３億

８千１百万円（前年同期は３億７千４百万円の営業損失）、経常利益は３億４千６百万円（前年同期は４億７百万

円の経常損失）、四半期純利益は３億２千４百万円（前年同期は３億７千２百万円の四半期純損失）となりまし

た。 

  

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

（オート機器事業） 

東日本大震災直後は一時的に部品調達難に伴う生産への影響があったものの、主要取引先であるＳＳ業界におい

て、一部で門型洗車機の買い替え需要が発生し比較的順調に売上を伸長したことに加え、節水・節電に対応した省

エネタイプの新製品の発売および提案型営業の推進が奏功し、売上高は前年同期比21.4％増の51億５百万円となり

ました。 

（情報機器事業） 

東日本大震災および原発事故により、アミューズメント業界におきましては自粛ムードや節電意識の高まりによ

る影響を受け、民需用小型定番およびフルカラー表示機は苦戦いたしましたが、昨年度受注した官需案件の売上が

寄与し、売上高は前年同期比33.4％増の12億６千５百万円となりました。 

（生活機器事業） 

個人消費低迷が長引き、原発事故による風評被害や台風、大雨など風水害等による農家および農産物への影響が

懸念される中、主力商品の農産物低温貯蔵庫を始めとする農家向け商材が堅調に推移したものの、売上高は前年同

期比1.1％減の20億２千６百万円となりました。 

（住設機器事業） 

主に子会社の株式会社ニューストが行う事業で、木・アルミ複合サッシおよび反射式消音装置の製造・施工が主

な事業であります。公共投資の減少や東日本大震災の影響などにより依然として低水準で推移しておりますが、

徐々に引き合い・受注が増えつつあるものの売上計上のずれ込みにより、売上高は前年同期比17.9％減の３億１千

２百万円となりました。 

（その他の事業） 

その他の事業は、長野市内で展開しております「長野リンデンプラザホテル」の運営事業および保険代理業、不

動産管理・賃貸業であります。 

ホテル業は、業者間の競争激化が常態化する中、東日本大震災に端を発した自粛ムードが重なり、依然として厳

しい経営環境となっております。その結果、売上高は前年同期比6.4％減の７千７百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ７億７千１百万円増加し214億８千１

百万円となりました。流動資産は11億４千万円増の116億１千９百万円、固定資産は３億７千１百万円減の98億６

千万円となりました。流動資産増加の主な要因は、事業の閑繁等の季節的要因に伴うたな卸資産の増加によるもの

です。負債の合計は、前連結会計年度末に比べ４億８千２百万円増加し、146億６千５百万円となりました。流動

負債は３億５千１百万円増の118億９千１百万円、固定負債は１億３千１百万円増の27億７千３百万円となりまし

た。負債増加の主な要因は、仕入債務及び借入金の増加によるものであります。純資産合計は、前連結会計年度に

比べ２億８千８百万円増加し、68億１千６百万円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金および現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年

度末に比べ５千８百万円増加し、３億４千４百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果支出した資金は、１億７千１百万円（前年同期比５億９千９百万円の減少）となりました。主な

要因は、売上債権の増加額４億８千９百万円、たな卸資産の増加額５億８千４百万円等により資金が減少した一

方、税金等調整前四半期純利益３億５千７百万円、減価償却費２億３千５百万円を計上したことやその他負債の増

加額２億６千２百万円等により資金が増加したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は、６千６百万円（前年同期は１億４千４百万円の使用）となりました。主な要因

は、投資有価証券の売却による収入１億円により資金が増加した一方、有形固定資産の取得による支出２千７百万

円等により資金が減少したことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は、１億６千２百万円（前年同期比７億４千１百万円の減少）となりました。主な

要因は、短期借入金の純増額10億６千万円と長期借入金による収入７億８千万円により資金が増加した一方、長期

借入金の返済による支出16億４千７百万円により資金が減少したことによるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年４月28日付「平成23年３月期決算短信」で公表しました平成24年３月期の連結業績予想および配当予想

を修正しております。詳細につきましては、本日（平成23年11月２日）公表しました「平成24年３月期第２四半期

業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正並びに配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

 イ．棚卸資産の評価方法 

 実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によって

おります。 

 ロ．固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定して

おります。 

②特有の会計処理  

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

②表示方法の変更 

 （四半期連結損益計算書関係） 

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年９月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年３月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,402,847 1,344,780

受取手形及び売掛金 4,587,884 4,106,235

商品及び製品 1,678,524 1,575,568

仕掛品 1,273,702 1,098,789

原材料及び貯蔵品 2,405,988 2,103,362

その他 289,767 275,295

貸倒引当金 △19,705 △25,081

流動資産合計 11,619,009 10,478,950

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,022,307 3,130,540

機械装置及び運搬具（純額） 354,962 402,160

土地 2,981,164 2,981,164

その他（純額） 198,458 231,304

有形固定資産合計 6,556,892 6,745,170

無形固定資産   

のれん 1,220,339 1,274,772

その他 527,443 543,787

無形固定資産合計 1,747,783 1,818,559

投資その他の資産 1,555,754 1,667,961

固定資産合計 9,860,430 10,231,691

繰延資産 2,423 －

資産合計 21,481,863 20,710,641
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年９月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年３月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,294,553 1,278,116

短期借入金 7,750,836 7,656,572

未払金 2,454,438 2,148,878

未払法人税等 51,314 49,592

引当金 164,380 169,300

その他 176,323 238,272

流動負債合計 11,891,845 11,540,732

固定負債   

社債 100,000 －

長期借入金 2,242,282 2,144,477

引当金 186,384 151,005

その他 245,092 346,978

固定負債合計 2,773,759 2,642,460

負債合計 14,665,604 14,183,192

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,373,552 3,373,552

資本剰余金 2,951,143 2,951,143

利益剰余金 1,664,643 1,339,861

自己株式 △510,121 △510,121

株主資本合計 7,479,217 7,154,435

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △288,189 △271,694

繰延ヘッジ損益 △9,369 △2,245

為替換算調整勘定 △365,399 △353,046

評価・換算差額等合計 △662,959 △626,986

純資産合計 6,816,258 6,527,448

負債純資産合計 21,481,863 20,710,641
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月21日 

 至 平成22年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月21日 

 至 平成23年９月20日) 

売上高 7,667,389 8,786,362

売上原価 5,495,284 6,120,520

売上総利益 2,172,105 2,665,841

販売費及び一般管理費 2,546,926 2,284,583

営業利益又は営業損失（△） △374,821 381,258

営業外収益 82,284 67,053

営業外費用   

支払利息 86,595 74,590

その他 28,380 27,518

営業外費用合計 114,976 102,109

経常利益又は経常損失（△） △407,512 346,202

特別利益   

固定資産売却益 － 378

投資有価証券売却益 16,074 －

貸倒引当金戻入額 2,348 12,746

特別利益合計 18,423 13,124

特別損失   

固定資産売却損 37 －

固定資産除却損 128 117

投資有価証券売却損 5,863 －

投資有価証券評価損 2 61

貸倒損失 － 945

貸倒引当金繰入額 9,760 360

特別損失合計 15,791 1,483

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△404,880 357,844

法人税、住民税及び事業税 24,887 35,151

法人税等調整額 △57,185 △2,089

法人税等合計 △32,297 33,061

少数株主損益調整前四半期純利益 － 324,782

四半期純利益又は四半期純損失（△） △372,582 324,782
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月21日 

 至 平成22年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月21日 

 至 平成23年９月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△404,880 357,844

減価償却費 245,527 235,314

有形固定資産除却損 － 117

のれん償却額 54,432 54,432

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18,905 △10,062

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,800 △4,920

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,239 35,379

前払年金費用の増減額（△は増加） 31,085 －

受取利息及び受取配当金 △13,698 △13,426

支払利息 86,595 74,590

有価証券売却損益（△は益） △1,699 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △378

有形固定資産除売却損益（△は益） 165 －

投資有価証券売却損益（△は益） △10,211 －

投資有価証券評価損益（△は益） 2 61

その他の営業外損益（△は益） △12,460 －

売上債権の増減額（△は増加） 81,283 △489,860

たな卸資産の増減額（△は増加） △555,796 △584,688

その他の資産の増減額（△は増加） △8,797 △10,599

仕入債務の増減額（△は減少） △105,554 21,785

その他の負債の増減額（△は減少） △27,634 262,477

小計 △652,774 △71,934

利息及び配当金の受取額 11,925 13,731

利息の支払額 △80,803 △76,099

法人税等の支払額 △49,008 △36,744

営業活動によるキャッシュ・フロー △770,660 △171,047

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △787,500 △787,500

定期預金の払戻による収入 787,500 787,500

有価証券の売却による収入 14,159 －

有形固定資産の取得による支出 △140,508 △27,028

有形固定資産の売却による収入 30 892

無形固定資産の取得による支出 △41,565 △2,539

投資有価証券の取得による支出 △89,885 △4,201

投資有価証券の売却による収入 76,913 100,000

貸付けによる支出 － △3,300

貸付金の回収による収入 1,200 2,635

その他の収入 37,749 6,926

その他の支出 △2,972 △6,516

投資活動によるキャッシュ・フロー △144,879 66,868

エムケー精工㈱(5906)　平成24年３月期　第２四半期決算短信

－ 7 －



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月21日 

 至 平成22年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月21日 

 至 平成23年９月20日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 800,000 1,060,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △25,040 △29,409

長期借入れによる収入 700,000 780,000

長期借入金の返済による支出 △497,829 △1,647,931

社債の発行による収入 － 100,000

社債の償還による支出 － △100,000

自己株式の取得による支出 △37 －

配当金の支払額 △72,511 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 904,582 162,659

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,137 △414

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,095 58,066

現金及び現金同等物の期首残高 323,614 286,483

現金及び現金同等物の四半期末残高 311,518 344,549
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 該当事項はありません。  

  

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月21日 至 平成22年９月20日） 

（注）１．事業区分の方法 

 事業は、製品の種類及び性質の類似性により区分をしております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月21日 至 平成22年９月20日）  

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

   

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月21日 至 平成22年９月20日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
オート機器
事業 
（千円） 

情報機器事
業（千円） 

生活機器事
業（千円） 

住設機器事
業（千円） 

その他の事業
（千円） 計（千円） 消去又は全社 

（千円） 連結（千円）

売上高              

(1）外部顧客に

対する売上高 
 4,207,035  948,625 2,048,914 380,189 82,625  7,667,389  － 7,667,389

(2）セグメント

間の内部売上高

又は振替高 

 18,953  5,955 135,712 396 70,461  231,479 ( )231,479 －

計  4,225,989  954,580 2,184,627 380,585 153,086  7,898,869 ( )231,479 7,667,389

営業利益又は 

営業損失（△） 
 272,570  △115,063 45,675 △179,161 16,368  40,389 ( )415,211 △374,821

事業区分 主要製品名および事業 

オート機器事業 門型洗車機・高圧洗車洗浄機、灯油配送ローリー、各種オイル交換機 

情報機器事業 ＬＥＤ表示機、工事用表示機、フルカラー表示システム 

生活機器事業 農産物低温貯蔵庫、米保管庫、パン焼き機・餅つき機など家庭用電気機器 

住設機器事業 建具製造業、建具工事業、管工事業 

その他の事業 保険代理業、不動産管理・賃貸業、ホテル業 

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕
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１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

 当社グループは、提供する商品、サービス等により「オート機器事業」「情報機器事業」「生活機器事業」

「住設機器事業」「その他の事業」の５つを報告セグメントとしております。 

 「オート機器事業」は、門型洗車機、高圧洗車洗浄機、灯油配送ローリー、各種オイル交換機等の製造、販

売を行っております。 

 「情報機器事業」は、道路情報表示機器、ＬＥＤ表示機、工事用表示機等の製造、販売を行っております。

 「生活機器事業」は、農産物低温貯蔵庫、米保管庫、パン焼き機・餅つき機などの家庭用電気機器等の製 

造、販売を行っております。 

 「住設機器事業」は、木・アルミ複合サッシ、反射板式消音装置等の製造、販売を行っております。 

 「その他の事業」は、保険代理業、不動産管理・賃貸業、ホテル業を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成23年３月21日 至 平成23年９月20日） 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△356,771千円には、セグメント間取引消去17,168千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△373,939千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属していない連結財務諸表提出会社の費用です。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。  

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

〔セグメント情報〕

      (単位：千円)

  

報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２  

オート機器 

事業 
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計 

売上高                 

外部顧客への売上高 5,105,640  1,265,316 2,026,059 312,001 77,344  8,786,362  － 8,786,362

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
8,941  10,345 142,316 31,123 74,709  267,436  △267,436 －

計 5,114,581  1,275,661 2,168,376 343,124 152,053  9,053,798  △267,436 8,786,362

セグメント利益又は

損失（△） 
751,877  △116,651 234,419 △158,060 26,443  738,029  △356,771 381,258

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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